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　日本昆虫目録（日本昆虫学会 2016）にはカタ
カイガラムシ科 23 属 74 種が記録されている。
本稿ではカタカイガラムシ科全般の特徴を解説
し、果樹や野菜、観葉植物によく見られる広食
性の 6 種についてその形態的特徴を解説する。

■カタカイガラムシ科について
　カタカイガラムシ科は尾端が中央に向かって
大きく切れ込み、肛門は通常三角形をした肛門
板によって覆われるのが特徴である（図 1）。

図 1　 雌成虫の模式図（左側が背面、右側が腹面：
図はハンエンカタカイガラムシ雌成虫）

　カタカイガラムシの中には成熟すると背面が
著しく硬皮する種が多く、そのような種では脱
皮後間もない若い成虫の標本でないと微細な構
造を観察できない（図 2）。
  

図 2　 ハンエンカタカイガラムシ雌成虫（左側は成熟虫で
標本作成には不適、右側は未成熟虫）

■成虫と幼虫の見分け方
　種の識別は雌成虫で行う。成虫と幼虫の識別
は難しいがプレパラート標本にすると容易とな
る。肛門板の上部に微小円板孔が見られる場合、
あるいはその腹面側周辺に多眼円形分泌孔が見
られる場合は成虫である。

■�種の解説（説明における各器官の名称は図 1
を参照。生態写真は、左側又は上側が頭部）

1．Ceroplastes rubens ルビーロウムシ
（外 観）雌成虫は比較的固いアズキ色のロウ質物

で厚く覆われ、大きさ 4～5mm（図 3a）。
（プ レパラート標本）背面に刺毛及び管状分泌

管等が明らかにない領域が 8 か所ある。気門
刺毛は中心に大型の砲弾形円錐刺毛が 1 本あ
り、周りに 3 列あるいは 4 列の半球形刺毛が
並ぶ（図 3b）。

  

a b

図 3　 ルビーロウムシ（a：雌成虫、b：気門周辺の刺毛（右
上は背面の気門刺毛））

2．Coccus hesperidum ヒラタカタカイガラムシ
（外 観）雌成虫は成熟すると背面はやや硬皮し、

淡褐色～黄褐色、小黒点で斑紋を現す（図
4a）。体長 3～4mm。

（プ レパラート標本）触角は通常 7 節。肛門板は
前縁と後縁がほぼ同じ長さで背刺毛を欠く

（図 4b）。脚の脛・ふ節間にキチン化部があ 
る。腺瘤は背面周縁部に沿って、頭胸部に 0
～3 対、腹部に 0～3 対有する。腹面の管状
分泌管は脚の基節間の表皮上にのみ有する。
背面刺毛は先端が尖る（図 4c）。体周縁刺毛
は細く、分岐が弱い（図 4d）。
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図 4　 ヒラタカタカイガラムシ
　　　（a：成熟雌成虫、b：肛門板、
　　　c：背面刺毛、d：体周縁刺毛）

3．�Milviscutulus mangiferae クチナシカタカイガラ
ムシ（マンゴウカタカイガラムシ）

（外 観）体長 3～3.5mm。雌の虫体はほぼ扁平で、
卵型から丸みのある三角形。体色は未成熟雌
では黄褐色（図 5a）、老熟雌は褐色で虫体中

病害虫等の同定に係る技術情報
－カイガラムシ類（5）カタカイガラムシ科の識別－

植物防疫所病害虫情報 第 128 号（2022 年 11 月 15 日）

－ 2－

植物防疫所病害虫情報 第 128 号（2022 年 11 月 15 日）

－ 3－

■ IPM体系構築のための個別技術
紫色 LED天敵誘引装置

バンカー法を利用する際の懸念として、タ
バコカスミカメが天敵温存植物からトマトへ移
動しないおそれがある。そこで、タバコカスミ
カメが紫色の波長を好む習性を利用して「紫色
LED 天敵誘引装置」を開発した。この装置により、
天敵温存植物からトマト上へのタバコカスミカ
メの分散促進が可能になる。とくに大規模ハウ
スでは、天敵温存植物から離れたトマト株上へ
のタバコカスミカメの誘導に有効である。

アセチル化グリセリド剤
ハウス内にタバコカスミカメを放しても、次の

世代が増えるまでの低密度な期間は効果が安定し
ない。こうした時期にはタバコカスミカメに影響
のない農薬を併用する必要がある。そこで、トマ
トへのコナジラミの定着を阻害する忌避剤「アセ
チル化グリセリド剤（以下、「AG 剤」という。）」
を開発した。AG 剤は食品添加物としても使われ
る安全性の高い物質であり、使用回数の制限がな
いのが特徴である。本剤の定期的散布によりコナ
ジラミがトマトに定着しにくくなり、黄化葉巻病
のまん延を抑えることが可能である。

新型赤色防虫ネット
タバココナジラミ対策として、従来はハウ

ス開口部への 0.4mm 以下の目合いの防虫ネット
の展張が推奨されていた。しかし、目合いが細
かくなると通気性が下がり、ハウス内の気温が
上がる問題点があった。そこで、通気性の良い
0.8mm 目合いながらも高い害虫侵入抑制効果を
持つ「新型赤色防虫ネット」を開発した。これ
により、気温上昇によるトマトの生育への影響、
労働環境の悪化を改善できる。

エッジ色彩粘着板
従来の黄色粘着板に特殊なデザインを施すこ

とで害虫に対する捕獲効率を高めた「エッジ色
彩粘着板」を開発した。この粘着板を用いるこ
とで、コナジラミ類の発生を早期に確認し、必
要な対策をとることが可能になる。また、AG 剤
と組み合わせることで、AG 剤の散布によりトマ
トを忌避したコナジラミを効率的に捕殺するこ
とも可能である。

■�化学合成殺虫剤を半減する新たなトマト地上
部病害虫防除体系マニュアル
ここまでに紹介した技術については「化学合

成殺虫剤を半減する新たなトマト地上部病害虫
防除体系マニュアル　－個別技術集－」（図 2）
において、科学的な背景も含めて詳しく解説し
ている。また、全国の 6 地域のトマト産地にお
いて、産地に合った形でこれらの技術を組み合
わせ、現地実証した結果を地域別（北日本版、
北関東版、南関東版、中部地方版、中国地方版、
九州版）のマニュアルにまとめている。これら
のマニュアルでは、産地あるいは作型別に、IPM
の実施手順や注意点などを解説している。本稿
で紹介した技術の詳細や実際の導入方法につい
ては、これらのマニュアルを参考にされたい。

図 2　 化学合成殺虫剤を半減する新たなトマト地上部病害
虫防除体系マニュアル

　　　https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-
　　　pamph/129995.html

■今後の展望
タバコカスミカメは 2021 年 7 月に天敵製剤と

して発売された。これにより、わが国における
タバコカスミカメ利用の機運が急速に高まって
いる。一方で、忘れてはならない注意点もある。
タバコカスミカメは動植物食性であるため、農
作物も吸汁・食害する。トマトでは、タバコカ
スミカメの吸汁により茎などの表面がリング状
に壊死し、枝折れや落花の原因となる。とくに、
害虫がいない状況でタバコカスミカメが増えす
ぎると被害が出やすい。そのため、タバコカス
ミカメを導入する際は、事前に密度管理の方策
を検討しておく必要がある。殺虫剤や殺菌剤の
なかにはタバコカスミカメを殺してしまう薬剤
もあるため、IPM 体系のなかで、こうした薬剤
との組み合わせを考慮して、タバコカスミカメ
を活用することが重要である。

2021 年秋には、わが国で初めてトマトキバガ
の侵入が確認された。トマトキバガは、ヨーロッ
パやアフリカをはじめとする世界各地のトマト
産地で猛威を振るう重要害虫である。タバココナ
ジラミ同様、薬剤抵抗性を発達させているため、
海外ではトマトキバガの対策としてもタバコカ
スミカメが利用されている。今後、わが国でも
トマトキバガ対策を含めたトマト栽培の IPM 体系
の構築が必要となり、その中心としてタバコカ
スミカメの重要性が増していくと考えている。

参考文献：
Abe J., K. Tsunashima, N. Hinomoto (2019) Development of a banker 

plant method for Nesidiocoris tenuis to suppress whiteflies in 
tomato greenhouses. IOBC/wprs Bull. 147: 89-91.

Kennedy (2003) Tomato, pests, parasitoids, and predators: tritrophic 
interaction involving the genus Lycopersicon. Annu. Rev. Entomol. 
2003. 48: 51-72.

Nakano R., Morita T., Okamoto Y., Fujiwara A., Yamanaka T., Adachi-
Hagimori T. (2021) Cleome hassleriana plants fully support the 
development and reproduction of Nesidiocoris tenuis. BioControl 
66: 407-418.
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スクミリンゴガイの発生状況と対策について
国立研究開発法人　農業・食品産業技術総合研究機構　植物防疫研究部門

作物病害虫防除研究領域　上級研究員　松倉　啓一郎

■はじめに
　スクミリンゴガイ Pomacea canaliculata は、もと
もとは南米のラプラタ川周辺に分布していたが、
1980 年代に食用として世界各地に持ち出された。
国内では移植直後のイネ Oryza sativa を食害する
害虫（害貝）として問題となっている。2000 年
ごろまでは、この貝による被害は九州の平野部
などの温暖な地域に限られていたが、近年、そ
の発生地域は拡大傾向にあり、それと同時に貝
の発生量も増加している。これは、地球温暖化
により、以前はこの貝が越冬できなかった地域
でも越冬が可能となったことや、既存の発生地
域での越冬率が高まったことが原因と考えられ
ている。ここでは、スクミリンゴガイの近年の
発生状況とその対策の概要を解説する。

■近年の被害の多発
　2000 年以降、九州以外の地域でも被害が顕在
化している。比較的気候が温暖な関西から関東
にかけての太平洋沿岸部など、以前からこの貝
が生息していた地域では発生量の増加にともな
う被害が問題化しており、千葉県では 2017 年と
2019 年に病害虫発生予察注意報が発出された。
　京都府や滋賀県、兵庫県などの関西各地では
被害の深刻化に加え、新たな地域や地区への貝
の侵入が確認されている。この貝は自力で他の
地域に移動することはないが、この貝による除
草効果を期待した一部生産者による放流や発生
ほ場で使用した農機具に付着しての移動など、
人為的な要因によって新たな地域に広がってい
く。

■防除対策
　イネを食害する貝は前年からの越冬個体であ
るため、越冬個体を主な対象として防除を実施
する。防除対策はその実施時期により、秋・冬
の防除と移植期前後の防除に分けられる。
　秋・冬の防除においては、厳冬期前のほ場の
耕うんが重要となる。耕うんにより土中で越冬
している貝を物理的に破砕するとともに、土中
の貝を地表に掘り起こすことで寒風による殺貝
も期待できる。田面が硬いときに土を細かく砕
くように耕うんすることで破砕効果は高まる。
ほ場内の越冬貝の密度が高い場合には、本種に
農薬登録のある石灰窒素を散布することも効果
的である。ただし、石灰窒素による殺貝にはほ
場が湛水状態で水温が 17℃以上である必要があ
る。
　移植期前後の防除では浅水管理と薬剤散布が
対策の中心となる。この貝は水深が 4cm より浅
いとイネを食べることができないため、移植後
3 週間ほど水深を 4cm 以下に維持すれば被害は
発生しない。ただし、ほ場内に極端な傾斜や凹
凸がある場合には、田面の深くなったところで
集中的に被害が発生する。移植期前後の薬剤と
しては、メタアルデヒド粒剤、燐酸第二鉄粒剤、
チオシクラム粒剤等の登録薬剤を散布する。こ
れらは、いずれも湛水状態でスクミリンゴガイ
の被害が出る前に散布する必要がある。また、
薬剤の効果を持続させるために、散布後 7 日間
は落水、かけ流しは避ける。また、ほ場周辺の
河川や水路に大型のスクミリンゴガイが生息し
ている場合には、ほ場の取水口や排水口にネッ
トや金網を設置し、水路からの大型の貝の侵入
を防ぐ必要がある。河川や水路にはほ場内では
越冬できないような大型の貝が生息しており、
これが移植直後のほ場に流入すると、被害は甚
大となる。

参考文献：
農林水産省消費・安全局植物防疫課（2022）　スクミリ

ンゴガイ防除対策マニュアル（移植水稲）．（オンラ
イン）入手先 <https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/gaicyu/
siryou2/sukumi/PDF/sukumi_manual.pdf>,（参照 2022-09-01）図 1　 スクミリンゴガイの卵（左）、成貝（右上）と、食

害による欠株が発生したほ場（右下）
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央部に赤褐色の斑紋が現れる。
（プ レパラート標本）肛門板の前縁長は後縁長よ

り明らかに長い（図 5b）、体周縁刺毛は先端
で分岐する（図 5c）。管状分泌管は腹面の胸
部の脚間と腹部亜縁部に限られる。背面刺毛
は先端が丸い（図 5d）。

図 5　 クチナシカタカイガラムシ（a：
雌成虫、b：肛門板、c：体周縁刺毛、
d：背面刺毛）
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4．�Saissetia coffeae ハンエンカタカイガラムシ
（外 観）雌成虫は広楕円形で、体長 2.5～3.5mm、

成熟すると背面は著しく隆起して硬皮し、黄
褐～茶褐色で光沢がある（図 2 左）。本属は
幼虫や若い成虫は背面に“工”字型の隆起が
見られる（図 2 右）。

（プ レパラート標本）管状分泌管が腹面の周縁部
に帯状に分布し、肛門板に背刺毛（図 1 参照）
を有することが本属の特徴であり、本稿で以
下に紹介する他の 2 種の Saissetia 属も同様な
特徴を有する。本種は管状分泌管が大小 2 型
あり（図 6b,c）、体周縁刺毛の先端は分岐する 

（図 6a-1,2）。 

図 6　 ハンエンカタカイガラムシ
（a-1：体周縁刺毛（a-2 拡大）、b：
小型管状分泌管、c：大型管状
分泌管）a-1

a-2 b c

5．Saissetia miranda モモタマナカタカイガラムシ
（外 観）雌成虫は広楕円形で、体長 1.8～3.5mm、

成熟すると背面は著しく隆起して硬皮し、小
さな顆粒を散布し、黄褐色～暗褐色（図 7a）。
幼虫や若い成虫は背面に“工”字型の隆起が
見られる（図 7b）。

（プ レパラート標本）外観はハンエンカタカイガ
ラムシに似るが腹面の周縁部に帯状に分布す
る管状分泌管は図 6b のような小型のみ（図
6b 参照）、体周縁刺毛は先端が 2 裂またはふ
さ状となり（図 7c）、先端と基部は同等の太
さであることが多い。体周縁刺毛は密で前方
の気門刺毛と後方の気門刺毛の間に 17～23
本有する。

図 7　 モモタマナカタカイガラムシ
（a：成熟雌成虫、b：未成熟雌
成虫、c：体周縁刺毛）

a b

c

6．Saissetia oleae オリーブカタカイガラムシ
（外 観）雌成虫は広楕円形～円形、体長 3～

4mm、成熟すると背面は著しく隆起して硬
皮し、暗褐色～紫黒色で、シワ状の小さな
デコボコがあり、“工”字型に隆起する（図
8a,b）。

（プ レパラート標本）管状分泌管は図 6b のよう
な小型のみ、体周縁刺毛の先端は尖らないか
わずかにささくれ（図 8c）、先端の幅は基部
よりも細い。体周縁刺毛はまばらで前方の気
門刺毛と後方の気門刺毛の間に 3～12 本有す
る。

 

ba c
図 8　 オリーブカタカイガラムシ（a：成熟雌成虫、b：未

成熟雌成虫、c：体周縁刺毛）

参考文献：
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